
No 評  価  項  目 取  り  組  み  内  容

学校評

議委員

東洋学

園職員
小学部 中学部 高等部

事務

職員
小学部 中学部 高等部

昨　年　度　平　均 3.8 3.4 3.6 3.0 3.7 3.2 3.3 3.6 3.2 3.7 3.7 3.5 3.5

〇タブレットの活用（Wi-Fiネットワーク環境の整備、授業や余暇活動

での活用、個人所有タブレットの活用）　〇電子黒板や大型ディスプレ

イ･appleTVの活用（拡大表示・視覚支援・無線接続）

〇PC室の活用　○情報教育研修会（年２回）

4.0 3.1 3.6 3.2 3.6 3.4 3.4 3.5 3.3 3.6 3.7 3.5 3.5

増　減　（昨　年　度　比） 0.2 -0.3 ー 0.2 -0.1 0.2 0.1 -0.1 0.1 -0.1 - - -

昨　年　度　平　均 3.5 3.6 3.5 3.7 3.9 3.6 3.7 3.4 3.5 3.8 3.6 3.6 3.6

○学級懇談、個別懇談の実施(年３回)

○「個別の指導計画」「個別の教育支援計画」の作成

○授業担当者による授業の振り返り(毎日)

○連絡帳の活用　○学級通信の発行(毎月)

3.8 3.1 3.4 3.9 3.4 3.7 3.7 3.3 3.4 3.4 3.7 3.4 3.5

増　減　（昨　年　度　比） 0.3 -0.4 -0.1 0.2 -0.5 0.1 - -0.2 ー -0.4 0.1 -0.1 -0.1 

昨　年　度　平　均 3.8 3.4 3.6 3.7 3.7 3.7 3.7 3.2 3.5 3.6 3.5 3.4 3.6

○授業担当者による授業の振り返り(毎日)

○授業研究会　○校内全体研修会（7月･9月)

○進路研修会　○進路講演会(外部講師)

○情報教育研修会(年２回)　○AED講習会

○いわき地区特別支援教育研究会(年2回)

○特別支援教育センター・県教育センター専門研修

3.5 3.0 3.3 3.6 3.4 3.5 3.5 3.3 3.5 3.6 3.4 3.4 3.4

増　減　（昨　年　度　比） -0.3 -0.4 -0.3 -0.1 -0.3 -0.2 -0.2 ー 0.1 ー -0.1 ー -0.1 

　保護者並びに関係機関の皆様には、日ごろから本校の教育活動について御理解・御支援をいただき心から感謝申し上げます。
　さて、先に皆様に御協力いただきました「令和２年度学校についてのアンケート」がまとまりましたのでお知らせいたします。
今回のアンケートでは､大変多くの意見（保護者様回収率８３.９％）をいただきました。また、各評価項目（４段階評価）においては、評価平均3.4～3.6ポイントと概ね
良好な評価をいただくことができました。皆様からお寄せいただいたアンケート結果を参考に分析と評価を行い、改善の方策について学校評議員の方からも御助言を
いただきながら、今後とも、魅力ある学校づくりに生かして参りたいと思います。

令和２年度　学校についてのアンケート結果
福島県立富岡支援学校

学校評価委員会

関 係 機 関 関係

機関

平均

保    護    者
保護者

平均

教    職    員
教職員

平均

全体

平均Ⅰ　『分かる』『できる』　～「分かる」授業、「できた」が確実になる授業

①

　学校は、ICT機器（タブレット・
PC・プロジェクター・電子黒板
等）を活用した授業作りに取り組
んでいると思う。

ICTを活用した

授業作り

　本校では、ICT機器を活用した授業実践や児童生徒の日常的なタブレット端末等の活用に取り組んでおります。今
年度はオンラインでの他校との交流学習など、新たな試みも実施しました。国が進める「GIGAスクール構想」に伴う
タブレット端末や無線LAN環境の導入も予定されており、今後も様々な場面においてICTを活用して参ります。

②

　学校は、個別の指導計画に基づ
く授業計画・実践・評価・授業改
善に日々取り組んでいると思う。

個別の指導計画に基づく

授業の評価・改善

　個別の目標や課題、授業内容等について、ご家庭や関係機関とも丁寧に共通理解を図りながら児童生徒一人一
人の具体的な目標を設定し、「分かった・できた」が確実になるような授業作りに向け、今後も丁寧に取り組んで参り
ます。

③

　学校は、授業の振り返りや授業
研究会、専門分野についての研
修会を計画的・効果的に設けて
いると思う。

授業の振り返り

研修・研究

　今年度は、新型コロナウィルス対策の観点から中止・延期・簡略化されたものもございますが、毎日の授業の振り
返りによる授業改善、ICT活用に関する研修など、様々な研修の場を設定することができました。今後も各種専門分
野についての学びの場を計画的に設定して参ります。



No 評  価  項  目 取  り  組  み  内  容

学校評

議委員

東洋学

園職員
小学部 中学部 高等部

事務

職員
小学部 中学部 高等部

昨　年　度　平　均 4.0 3.7 3.8 4.0 3.9 3.6 3.8 3.4 3.5 3.8 3.5 3.6 3.7

〇遠足(小)　○運動会(小)　○宿泊学習(小･高)

○修学旅行(小･中･高)　○おおすげ祭

○生徒会活動(高)　○委員会活動(中･高)
3.5 3.1 3.3 3.9 3.6 3.7 3.7 3.5 3.4 3.4 3.5 3.4 3.5

増　減　（昨　年　度　比） -0.5 -0.5 -0.5 -0.1 -0.3 0.1 -0.1 0.1 -0.2 -0.4 ー -0.1 -0.2 

昨　年　度　平　均 3.8 3.4 3.6 3.0 3.7 3.2 3.3 3.6 3.2 3.7 3.7 3.5 3.5

○交流及び共同学習(聴覚支援学校平校・広野小・楢葉南小・四倉

中・四倉高校)

○外国語指導助手(ALT)との学習(小･中･高)

○地域の外部専門家(指導者)による体験学習（建具職人・地域広報

誌編集者）（中)

○いわき中小企業同友会ふれあい祭り

4.0 3.1 3.6 3.7 3.8 3.5 3.7 3.3 3.4 3.8 3.5 3.5 3.6

増　減　（昨　年　度　比） 0.2 -0.3 ー 0.7 0.1 0.3 0.4 -0.4 0.2 0.1 -0.2 ー ー

昨　年　度　平　均 3.8 3.4 3.6 3.0 3.7 3.2 3.3 3.6 3.2 3.7 3.7 3.5 3.5

○産業現場等における実習（高:年2回）

○校内実習（中･高:年2回）

○デュアル学習（高:年25回）

〇職場体験（中:年1回）

○おおすげ共同タイム (毎月)

4.0 3.1 3.6 3.7 3.8 3.7 3.7 3.3 3.6 3.7 3.9 3.6 3.6

増　減　（昨　年　度　比） 0.2 -0.3 ー 0.7 0.1 0.5 0.4 -0.4 0.4 ー 0.2 0.1 0.1

関 係 機 関 関係

機関

平均

保    護    者
保護者

平均

教    職    員
教職員

平均

全体

平均Ⅱ　『共に生きる』～　集団の中で自己表現できる力・共に生きる力の育成　～

①

　学校は、おおすげ共同タイム（全
校集会）や運動会(小)、おおすげ
祭などの学校行事を計画的に実
施していると思う。

学校行事の精選・充実

　新型コロナウィルス対策の観点から中止となったものや、簡略化されたもの等もありますが、感染防止対策を実施
した上で、おおすげ祭の実施ができました。次年度以降も各種行事等の実施にあたっては、感染症予防対策を検討
すると共に、職員間においての振り返りを重ね、学習活動のねらいを明確にし、学習の成果を確認することができる
よう計画的に実施して参ります。

②

　学校は、地域の外部専門家や外
国語指導助手(ALT)との学習活
動、小・中学校、高等学校との交
流及び共同学習などの体験的な
学習活動を計画的に設けている
と思う。

交流や体験的な

学習活動の設定

　今年度も地域の外部専門家の協力を得ることで体験的に学ぶ機会を設定し、地域の歴史や文化、まちづくり、農
業、職業観に関することなどを学ぶことができました。また、地域の学校との交流及び共同学習についても感染予防
を踏まえ、内容を工夫しながら実施することができました。地域に支えられ､共に学び合う魅力ある学校の実現のた
め､今後も計画的・効果的に実施してまいります。次年度も計画的・効果的に実施して参ります。

③

　学校は、地域での体験活動や産
業現場等における実習等を計画
的に実施していると思う。

体験活動や進路実現に

向けた学習の充実

　保護者の皆様からの評価が大幅に向上しました。本校では、地域の企業及び福祉事業所等の御協力のもと、職場
体験学習や産業現場等における実習など、計画的に実施しております。新型コロナウィルス対策を実施している中
で、体験活動の充実を図ることができたことは、とても意義のあることかと思います。今後も保護者の皆様並びに関
係機関との共通理解を図りながら、発達段階に応じたキャリア教育の充実を図って参ります。



No 評  価  項  目 取  り  組  み  内  容

学校評

議委員

東洋学

園職員
小学部 中学部 高等部

事務

職員
小学部 中学部 高等部

昨　年　度　平　均 3.5 2.9 3.2 3.7 3.9 3.6 3.7 3.4 3.5 3.4 3.6 3.5 3.5

○「進路希望調査」の実施

○「個別の教育支援計画」「個別の指導計画」への位置付け

○進路講演会（外部講師）

○「進路相談」の実施（高2～3年）

○「個別の移行支援計画」の作成（高3年）

3.8 2.6 3.2 3.6 3.6 3.6 3.6 3.8 3.6 3.5 3.8 3.7 3.5

増　減　（昨　年　度　比） 0.3 -0.3 ー -0.1 -0.3 - -0.1 0.4 0.1 0.1 0.3 0.2 -

昨　年　度　平　均 3.5 3.1 3.3 3.4 3.9 3.6 3.6 3.4 3.4 3.6 3.6 3.5 3.5

○東洋学園との連携(施設学校連絡協議会･月1回)

○双葉地域支援ネットワーク会議(年3回)

○就労アセスメント説明会　○職親会での情報交換(毎月)

○いわき地区特別支援学校との打合せ

3.8 2.6 3.2 3.6 3.8 3.7 3.7 3.5 3.5 3.4 3.7 3.5 3.5

増　減　（昨　年　度　比） 0.3 -0.5 -0.1 0.1 -0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 -0.2 - - -

昨　年　度　平　均 3.5 3.4 3.5 3.7 3.7 3.3 3.6 3.4 3.6 3.9 3.6 3.6 3.6

○教育相談（随時）の実施　○就学前相談の実施

○出かける支援　〇さくら相談室　○学校説明会

○地域の幼稚園、保育所、小・中学校、高等学校への支援

○個別懇談の実施　○支援会議の開催

3.5 3.0 3.3 3.6 3.8 3.5 3.7 3.3 3.6 3.8 3.7 3.6 3.5

増　減　（昨　年　度　比） - -0.4 -0.2 -0.1 0.1 0.2 0.1 -0.2 - -0.1 0.1 - -0.1 

関 係 機 関 関係

機関

平均

保    護    者
保護者

平均

教    職    員
教職員

平均

全体

平均 Ⅲ　『つながる』『支える』 ～　将来を見据えた進路指導 ・ センター的機能と地域支援　～

①

　学校は、児童生徒や保護者の願
いを基に、一人一人の将来を見
据えた具体的な進路指導に取り
組んでいると思う。

一人一人の将来を

見据えた進路指導

　現場実習や職場体験等の充実、保護者の実習見学、進路先や実習先の拡大など具体的な御意見をいただきまし
た。進路指導については、児童生徒一人一人の課題を捉え、関係機関との連携を図りながら進路指導の充実を図っ
て参ります。

②

　学校は、双葉・いわき地域の就
労支援機関や関係機関との連携
に努めていると思う。

双葉郡・いわき地域

の関係機関との連携

　本校は今現在、いわき市に拠点を置き教育活動を行っておりますが、双葉郡の特別支援学校として、様々な支援を
必要としている児童生徒に対し、特別支援教育の充実を図っております。今後も各関係機関との連携の実際や具体
的な取り組み等についてホームページ及びFacebook等を通して、発信･周知を図って参ります。

③

　学校は、就学前児童の保護者や
保育所・学校等の教職員に対す
る相談支援・研修支援を適切に
実施していると思う。

センター的機能

(でかける支援・さくら相談室)

　本校のセンター的機能としての取り組み（「でかける支援」「さくら相談室」等）が少しずつ皆様の御理解に繋がっ
てきているように思います。今後も本校の取り組みや地域の学校支援について､年間を通して丁寧に周知して参りま
す。



　本校のホームページ及びFacebookで児童生徒の学習の様子や学校の取り組み、研修会や各種行事の案内など、様々な情報を発信
しています。

富岡支援学校ホームページのアドレスは以下のとおりです。

ホームページ　　http://www.tomioka-sh.fks.ed.jp/

Facebook   　　　https://www.facebook.com/tomioka.yougo/

＜その他　御意見・御要望等＞

●生徒のみなさん一生懸命、社会勉強やいろいろな作品を作って、卒業後すぐに仕事に慣れると思います。学校での学習がとても役立
つと思います。
●いろいろな場面でICTを活用しており、子どもたちにとってわかりやすいと思いました。
●コロナで大変な年ですが、他校との交流など、学校でできることを模索してやっていると思いました。地域の人との授業や体験学習で
は、子供たちがとても良い表情をしていたと思います。
●校外実習を保護者の方にも見ていただき、将来の生活に繋げて欲しい。
●子供達一人一人を見守ってもらえていると思います。安心してお願い出来、親の気持ちにも寄り添ってもらえていると実感します。
●学校が移転するということでとてもさみしく、これからどうなるのか不安です。
●先生方のマスク着用がこれからもずっと続くと表情が読めず、声も聞き取りづらくなります。発達がデコボコな子供達にとっては良くな
いと思うので、できればフェイスシールドで対応していただけるとありがたいです。


